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保育現場でのアートによるアクションリサーチ
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東京学芸大　学芸の森保育園が取り組んでいる専門家と連携した
造形活動や研究会、作品展やカンファレンスなど、アートによる保
育の質的深化の実践と、保育者や保護者へと多様な子ども理解の
共有を広げる取り組みの記録。基盤となる乳幼児の造形活動の実
践と理論も合わせて収録した一冊。
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